
ＤＸ、ゼロカーボン、
共生社会づくり、
学びの県づくり
に資する取組

事　業　名 資源循環システム構築事業費
部局 環境部 課・室 資源循環推進課

実施期間 S46

事業番号

１　現状と課題

06 06 01 事業改善シート （令和４年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）

８つの
重点目標

～ E-mail junkan@pref.nagano.lg.jp

目指す姿

＜長野県廃棄物処理計画（第５期）＞
循環型社会の形成を推進するため、ゼロカーボン等との整合性を図りつつ、廃棄物の発生を抑制し４Ｒを推進する。
　・１人１日当たり一般廃棄物排出量（令和７年度）：７９０ｇ
　・産業廃棄物排出量（令和７年度）：４，４８２千ｔ

総合的に展開
する重点政策

4-5 地球環境への貢献

２　令和４年度事業内容

予算のポイント
・

主な取組
（予定）

✓ 「信州プラスチックスマート運動」の推進
　　・「３つの意識した行動」を、テレビCM、インターネット広告等で呼びかけ
　　・「信州プラスチックスマート運動協力事業者」登録制度
　　・下流域と連携した河川一斉清掃活動「クリーン信州forザ・ブルー」

✓ 食品ロス削減の推進
　　○「食べ残しを減らそう県民運動～ｅプロジェクト～」の推進
　　　・「残さず食べよう！３０・１０運動」の推進・・・テレビＣＭ、新聞広告等による啓発
　　　・「信州発もったいないキャンペーン」の推進・・・賛同事業者と連携した推進
　　○未利用食品の提供（フードドライブ）の推進
　　　・新聞広告による啓発

✓ 事業者の廃棄物処理に係る意識高揚
　　・産業廃棄物３Ｒ実践講習会の開催

これまでの
取組

・廃棄物の発生抑制に向け、一般廃棄物については、信州プラスチックスマート運動や食品ロス削減等により、県民への啓発を実施。
・産業廃棄物については、排出事業者への講習会等を開催するなど、事業者の意識高揚を図る。

令和３年度
の点検結果

・
現状分析

課　　　　題 今後の方向性

・循環型社会の形成を推進するため、１人１日当たりの一般廃棄物
排出量の更なる削減に取り組むことが必要。

・下水道の整備により長期的に見ると産業廃棄物排出量は増加傾
向にある。

・長野県廃棄物処理計画に基づき、信州プラスチックスマート運動
や食品ロス削減の取組などにより、４Ｒの推進に取り組む。

【DX】これまで紙媒体のチラシを印刷・配布して実施してきた啓発活動を、インターネット広告等の電子媒体で実施することにより、職員の
チラシの仕分け・発送等に係る作業を削減するとともに、紙ごみの減量にも資する。
【ゼロカーボン】プラスチックごみの排出を抑制し、代替素材への転換を促す「信州プラスチックスマート運動」を推進する。
【学びの県づくり】年少期からごみ問題に関心を寄せ、身近な問題として捉えてもらうため、小学生を対象とした環境教育を推進する。

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし、―：数値なし ］
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14,198 12,474
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単
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推
移
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推
移
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予算案 13,488
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798

R４年度
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予
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前年度繰越 0 0

当初予算

合計（A) 14,198 12,474
要求 13,488

2 産業廃棄物排出量 千ｔ
4,482
（H30）

↗
4,449
（R1）

2,055
要求

3

―
R4.3

公表予定
4,482

予算案 517

517

4

予算案 13,488

うち一般財源 2,773

3.4職員数（人） 3.4 3.4
5

 決　算　額（B） 10,632

目
標
値

1.長野県廃棄物処理計画（第５期）の目標値（R7年度：790g）を達成するための値を算出
2.長野県廃棄物処理計画（第５期）の目標値（R7年度：4,482千ｔ（Ｈ30年度実績の水準を維持））から算出

予算要求からの
主な変更点

要求どおり

設
定
理
由

成
果
指
標

1.県内における一般廃棄物処理の状況を把握するための指標
2.県内における産業廃棄物処理の状況を把握するための指標

「信州プラスチックスマート運動」

啓発ポスター

「信州発もったいないキャンペーン」ＰＯＰ

県庁フードドライブ



06 06 01

信州プラスチックスマート運動の実施
・メディア、ポスターなどを使った広報啓発
・研修会、清掃活動などによる啓発
食品ロス削減事業の実施
・メディア、ポスターなどによる食べ残しを減らそう県民運動の広報啓発
・メディア、ポスターなどによるフードドライブの広報啓発

資源循環システム構築事業費
14,198 12,474

要求 13,488

細事業
No.

細事業名
Ｒ２年度

当初予算
Ｒ３年度

当初予算

直接

1
”チャレンジ800”ごみ減量推
進事業

事業番号 事業改善シート （令和４年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

事　業　名 資源循環システム構築事業費 部局 環境部 課・室 資源循環推進課

No. 細事業を構成する主な取組 実施
方法 令和４年度　実施内容（予定）

1

Ｒ４年度
当初予算

13,488

千円 千円 千円

2 産業廃棄物３Ｒサポート事業

予算案

直接
産業廃棄物３Ｒ実践講習会の開催（１回）
信州リサイクル製品認定審査の実施


